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Table 1 

( t検定）

SD Tl T 

祖父母のこと 1.65 .98 1.65 .fl? n.s. 

ti:に関すること l.83 1.04 l.76 .96 11.S. n.s. 

ょうだいとのこと l.85 1.04 1.80 1.00 11.S. n.s. 

と c 1.90 1.02 1.87 1.01 11.S. nぶ

父裂とのこと 1.94 1.11 1.99 1.14 

j手銀とのこと 1.97 1.19 1.96 1.13 n.s n.s. 

~'i!;.·V:！：の友だちとのこ 1.21 之31 1.26 女：＞JJJ林 n.s. 

身誌の調子のこと 1.29 2.32 1.33 女：＞JJ:lネ

向性の友だちとのこ 2.27 1.22 2.36 1.20 女＞手j問

心の状態のこと 2.36 1.31 2.38 1.33 女＞!JJ*** 

部活・サ－ yしのこ 2.50 1.39 2.47 1.40 n.s. n.s. 

自分白身の性格のこと 1.35 2.62 1.34 ょL 

将来の進路のこと 3.30 1.42 3.41 1.39 女＞出場料 女＞JJ.l料

勉強，成総のこ 3.42 1.30 3.54 1.31 5ど＞JJJ率 友＞JJ｝象

でp<.05，料：pく.01，料＊：p<.001 
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Fig号一2 r1主に関することJI二塁塁する悩みの号室長芝の変化（女子）
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